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一 般 質 問

で
は
、
資
料
づ
く
り
の
た
め

多
く
の
時
間
と
印
刷
に
費
用

を
掛
け
て
い
る
が
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
が
図
ら
れ
る

が
、
事
務
の
効
率
化
の
た
め

導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁（
町
長
）
機
器
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
判
る
が
、
初

期
投
資
が
課
題
で
あ
る
。

現
在
進
め
て
い
る
県
町
村

会
の
電
子
計
算
共
同
化
の
中

で
も
調
査
研
究
し
た
い
。

先
進
事
例
を
参
考
に
事
務

の
効
率
化
や
会
議
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

う
指
示
し
て
い
る
の
か
。

平
成
27
年
度
か
ら
配
布
さ

れ
る
米
の
新
品
種
「
つ
ぶ
ぞ

ろ
い
」
の
指
導
を
ど
こ
が
や

る
の
か
。

答
弁（
町
長
）
収
穫
か
ら

出
荷
ま
で
や
ら
な
い
と
交
付

金
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、

Ｊ
Ａ
で
は
国
に
対
し
交
付
金

を
返
還
し
な
い
よ
う
、
要
請

書
を
出
し
て
い
る
。

米
の
新
品
種
に
つ
い
て
は

県
、
Ｊ
Ａ
、
町
が
連
携
し
な

が
ら
指
導
し
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
て
事
務

の
効
率
を

質
問

会
議
に
使
う
資
料

米
比
率
は
昨
年
よ
り
も
下
回

り
、
転
作
作
物
の
大
豆
、
そ

ば
、
ネ
ギ
な
ど
の
収
穫
作
業

は
大
幅
に
遅
れ
、
収
量
・
品

質
と
も
平
年
を
大
幅
に
下
回

る
よ
う
だ
。

大
豆
、そ
ば
に
つ
い
て
は
、

排
水
対
策
に
努
め
収
穫
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
、
救
済
措

置
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

今
後
の
営
農
指
導
に
つ
い

て
は
、
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

て
技
術
対
策
の
情
報
提
供
や

栽
培
技
術
講
習
会
・
現
地
指

導
な
ど
に
努
め
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
土
地
改

良
事
業
の
推
進
は
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元

農
家
全
員
の
機
運
の
醸
成
、

意
思
統
一
が
何
よ
り
も
大
切

で
、「
町
農
業
再
生
協
議
会
」

で
策
定
し
た
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

や
基
本
構
想
が
同
じ
よ
う
な

機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
条
例
の
制
定
は

考
え
て
い
な
い
。

再
質
問

農
政
局
で
は
雪

の
中
の
大
豆
を
収
穫
す
る
よ

質
問

町
で
は
高
温
多
雨

に
よ
る
農
産
物
の
被
害
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
対
策
は
。

高
温
多
雨
に
適
し
た
農
産

物
の
選
定
や
管
理
方
法
な
ど
、

今
後
の
営
農
指
導
の
方
針
は
。

生
産
性
の
向
上
や
農
地
の

維
持
拡
大
と
流
動
化
の
た
め
、

土
地
改
良
が
必
要
で
あ
り
、

農
業
及
び
農
村
を
町
民
の
貴

重
財
産
と
し
て
次
代
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
進
む

べ
き
道
、
方
針
を
持
続
的
に

進
め
る
農
業
振
興
条
例
を
制

定
し
、
基
幹
産
業
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁（
町
長
）
米
の
一
等
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農業振興条例の制定を
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き
、
町
民
の
意
見
・
要
望
等

に
は
き
め
細
や
か
な
対
応
を

し
、
地
場
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
確
保
・
創
出
等
を
重
点

的
に
支
援
策
を
展
開
し
、
町

の
均
衡
的
発
展
と
町
民
の
福

祉
向
上
を
推
進
す
る
。

再
質
問

町
の
基
盤
で
あ

る
地
場
産
業
の
確
立
が
一
番

大
事
で
は
な
い
の
か
。

答
弁（
町
長
）
当
町
が
元

気
に
な
る
に
は
、
産
業
振
興

と
雇
用
の
確
保
が
新
年
度
の

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

新
年
度
予
算
の方

針
は

質
問

衆
議
院
の
解
散
、

師
走
選
挙
に
よ
り
、
国
の
方

針
も
な
い
中
で
の
作
業
だ
と

思
え
る
が
、
町
民
ニ
ー
ズ
に

ど
の
よ
う
に
応
え
る
べ
く
新

年
度
予
算
を
編
成
す
る
の
か
。

答
弁（
町
長
）
選
挙
後
の

新
内
閣
の
下
で
の
国
の
新
年

度
予
算
編
成
で
は
来
年
に
ず

れ
込
む
可
能
性
が
高
い
。
各

省
庁
で
は
「
指
示
待
ち
」
の

状
態
で
あ
り
、
今
後
の
動
向

に
は
細
心
の
注
意
を
要
す
る

と
考
え
る
。

当
町
の
財
政
状
況
は
平
成

23
年
度
決
算
で
も
健
全
化
判

断
比
率
等
の
指
標
は
健
全
範

囲
内
だ
が
、
選
挙
後
の
国
の

施
策
や
財
源
の
確
保
が
不
透

明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初

予
算
編
成
で
は
、
事
務
事
業

の
徹
底
的
見
直
し
、
創
意
工

夫
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的

な
事
業
の
推
進
を
念
頭
に
置

診
、
八
峰
町
出
身
医
師
の
可

能
性
を
探
る
等
様
々
な
機
会

に
お
い
て
情
報
収
集
を
図
り

対
応
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
あ
る
情
報
に

よ
り
９
月
か
ら
数
回
、
関
係

者
と
交
渉
を
重
ね
て
好
感
触

を
得
て
お
り
、
本
人
と
の
直

接
交
渉
実
現
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
い
る
。

再
質
問

空
白
の
期
間
が

出
な
い
よ
う
に
、
年
度
末
ま

で
に
医
師
確
保
の
段
階
に
至

れ
る
の
か
。

で
き
な
い
場
合
の
町
の
対

応
は
。

答
弁（
町
長
）
現
時
点
で

は
、
今
あ
る
有
力
な
情
報
で

医
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
。

質
問

定
年
退
職
を
迎
え

る
町
営
診
療
所
の
医
師
の
後

継
者
確
保
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
講
じ
ら
れ
た
顛
末

�
�
�
�

と
今

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁（
町
長
）
現
在
、
医

師
退
職
後
に
つ
い
て
は
未
だ

確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
随
時
、
庁
内

対
策
会
議
を
開
催
し
て
お

り
、
地
元
医
師
会
や
県
医
師

確
保
対
策
室
に
協
力
依
頼
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
県

ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し

て
医
師
募
集
を
町
内
外
に
発

信
、
近
隣
病
院
等
に
勤
務
す

る
非
常
勤
医
師
等
へ
の
打

皆川　鉄也 議員

町営診療所の医師確保の　
　　　　　　　進捗状況は

大きさは週刊誌ほどで場所を取らず
通信機能を使えばテレビ電話もできる

大豆の収穫作業（12/17撮影）

地場産業の確立が大切だ

もしものとき、
近隣に病院がないと困る…


